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はじめに

　本誌２０１４年２月号（Ｖｏｌ．３９Ｎｏ．４６３）に「世界文化遺産

アルフェルトのファーグス工場」という題でヴァルター・

グロピウスが設計した木製靴型製造工場を紹介した。こ

の業績によりグロピウスがバウハウスの初代校長になっ

たことを解説した。

１．バウハウス以前のドイツ近代建築

　バウハウス以前のドイツ近代建築として、グロピウス

が１９１１年に設計したアルフェルトのファーグス工場（写

真１）とペーターベーレンスが設計し１９１１～１９１２年に建

設されたベルリンのＡＥＧタービン工場（写真２）がある。

両方の工場とも現在立派に稼働している。これらは「近

代建築の曙」と呼ばれている。従来のドイツ建築は窓が

少なく室内が暗いものが多かったが両方の建築ともガラ

スを多用している所に特徴がある。

２．バウハウス

　バウハウス（Ｂａｕｈａｕｓ）は、１９１９年、ドイツのヴァイ

マール（Ｗｅｉｍａｒ）に設立された、工芸・写真・デザイン

などを含む美術と建築に関する総合的な教育を行った学

校である。合理主義的・機能主義的な芸術を目指した事

から、この流れをくむ芸術をバウハウスと呼ぶこともあ

る。学校として存在し得たのは、ナチスにより弾圧を受

け１９３３年に閉校されるまでのわずか１４年間である。し

かし、ヴァルター・グロピウス（Ｗａｌｔｅｒ Ａｄｏｌｐｈ Ｇｅｏｒｇ 
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Ｇｒｏｐｉｕｓ，１８８３～１９６９）を初めそこで講義をした教師に

よる表現主義傾向はモダニズム建築の発展、近代芸術、芸

術教育に大きな影響を与えた。ナチスによる弾圧を受け

たグロピウスは１９３４年に一旦英国に亡命し、１９３７年に

は米国のハーバード大学に招かれペイ・フリップ・ジョ

ンソンらを育てた。最後の校長であったミース・ファ

ン・デル・ローエ（Ｌｕｄｗｉｇ Ｍｉｅｓ ｖａｎ ｄｅｒ Ｒｏｈｅ、１８８６

～１９６９）は米国のシカゴへ亡命し、そこでガラスの超高層

建築を次々に建設し、現代建築のリーダーとなった。バ

ウハウスはドイツ語で「建築の家」を意味し、中世の建築

職人組合であるバウヒュッテ（Ｂａｕｈüｔｔｅ，建築の小屋）と

いう語が語源である。これをグロピウスが現代風の表現

にしたものである。バウヒュッテでは教授を棟梁（Ｍｅｉｓｔｅｒ、

マイスター）学生を職人（Ｇｅｓｅｌｌ、ゲゼル）、もしくは徒弟

（Ｌｅｈｒｌｉｎｇ、レールリング）とギルドがあった時代の呼び

方で呼んでいた。この伝統はバウハウスでも引き継がれ、

同様の呼び方が行われた。

　バウハウスの設立について説明すると、ヴァイマール

大公によりベルギーの建築家ヴァン・デ・ヴェルデが招

かれ、１９０２年にヴェルデ私設の「工芸ゼミナール」が設立

された。１９０８年「大公立美術工芸学校」に発展。ヴァン・

デ・ヴェルデはドイツヴェルクブンド註１）展でヘルマン・

ムテジウス註２）と衝突し、１９１５年にドイツを去らざるを

得なくなった。そのため、後継を建築家ヴァルター・グ

ロピウスに託した。

　１９１８年にドイツ帝国が崩壊して大公の統治が終わり、

ヴァイマール共和国が成立した。ヴァイマール共和国と

言っても首都がヴァイマールにあったのではなく、首都

はベルリンであった。当時の憲法の草案がヴァイマール

で作成されたことからヴァイマール共和国と呼ばれてい

る。ヴァイマールはゲーテ、シラー（写真３）が活躍した

極めて文化的な町で、かつヴァイマール憲法は民主的な

理想的な憲法と言われ、現在のドイツ憲法もこの流れを

くんでいる。グロピウスはバウハウス発足に当たり学生

は男性１００名、女性５０名の規模でスタートしようと考え

ていた。しかし男性と女性の応募者は数が同じであった

と言う。男女同権を唱えるヴァイマール憲法の手前、多

数の女性を受け入れる事となった。女性の多くは織物や

絨毯の制作、工芸品製作に従事した。そして女性に社会

進出を促す事となった。

　しかしヴァイマール共和国時代の憲法は理想的であっ

ても、政治は不安定で、政権が良く交替し、ついには１９３３

年にヒットラーが率いるナチス党が政権を掌握するとい

う破綻への道を歩んでしまう。１９１９年、工芸学校と美術

学校が合併して「国立バウハウス・ヴァイマ－ル」が設立

された。写真４はヴァイマールにあるバウハウスの記念

館であり、現在は当時の作本を公開する展示館となって

いる。建物の前のドイツ語のオブジェはグロピウスの目

指したバウハウスの教育目標の要約を表示している。「バ

ウハウスはヴァイマールから始まった。ヴァルター・グ

ロピウスが１９１９年に創設した。全ての造型美術の従事

者が最終的に目指すところは建築である。我々は力を合

わせて将来の建築に夢を持ち、思考し、そして創造しよ

う。建築家、彫刻家、そして画家は皆で造形技術に向かわ

なければならない。」初代校長にグロピウスが就任し、当

時は１９１１年にヴァン・デ・ヴェルデ設計で建てられた旧

写真 3　ヴァイマールに建つゲーテ・シラー像 写真 4　現在ヴァイマールにあるバウハウス記念館
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工芸学校の建物が校舎として使用された。同年にバウハ

ウス創立宣言が出された（宣言の表紙はライオネル・ファ

イニンガーの「社会主義の大聖堂」が使用された）。芸術

と技術の統合した最終の姿が建築であるとするグロピウ

スの思想に従い、入学当初の６ケ月間は造型基礎教育と

して予科過程と呼ばれる実習が課せられた。この予科教

育は非常に特徴のあるもので、ヨハネス・イッテンが担

当した。以降徐々に台頭を始めていたナチスにバウハウ

スの自由主義、社会主義、ついには共産主義者がバウハウ

スの中にいるとして弾圧を受けるようになる。そして設

立されたヴァイマールを離れ、デッサオ、さらにベルリン

へと北上するように所在地を移動している。その間の校

長は次のように変化した。

・１９１９～１９２５国立バウハウス・ヴァイマール

　　校長：ヴァルター・グロピウス

・１９２５～１９２８市立バウハウス・デッサウ

　　校長：ヴァルター・グロピウス

・１９２８～１９３０市立バウハウス・デッサウ

　　校長：ハンネス・マイヤー

・１９３０～１９３２市立バウハウス・デッサウ

　　校長：ミース・ファン・デル・ローエ

・１９３２～１９３３私立バウハウス・ベルリン

　　校長：ミース・ファン・デル・ローエ

　ヴァイマールのバウハウスは閉鎖され、１９２５年にデッ

サウに移転、「市立バウハウス・デッサウ」となった。デッ

サウでの校舎はグロピウスの設計によるもので、モダニ

ズム建築として各国に紹介された。グロピウスは１９２８

年に校長を退き、グロピウスの後継者にはハンネス・マ

イヤー（Ｈａｎｎｅｓ Ｍｅｙｅｒ，１８８９～１９５４）が指名された。

１９３０年にマイヤーは解任され、ルートヴィヒ・ミース・

ファン・デル・ローエが校長に就任、１９３２年にデッサウ

校は閉鎖しベルリンへ移転し私立学校になった。ミー

ス・ファン・デル・ローエの方針はマイヤーの「バウエン」

を継承しつつも、政治色を払拭するものだった。しかし

１９３３年にはナチスにより閉校にされた。ミース・ファン・

デル・ローエらはアメリカに亡命・移住し、バウハウス

の運動を伝えた（アメリカでの「ニュー・バウハウス」）。

初期には、予科課程を担当していたヨハネス・イッテン

（Ｊｏｈａｎｎｅｓ Ｉｔｔｅｎ，１８８８年―１９６７年）の考え方から、教

育内容は合理主義的（機能主義的）なものと表現主義的

（神秘主義・精神主義的、芸術的、手工業的）なものとを混

合するやり方で教えられていた。その後、グロピウスは

「ロシア構成主義」やテオ・ファン・ドースブルフによる

デ・ステイルの、より合理主義的・機能主義的な考え方

の影響を受けた。そのこともあり、グロピウスと精神主

義とも言える教育理念を持つヨハネス・イッテンとの

間に対立が生じ、イッテンが１９２３年にバウハウスを去っ

た。ムテジウスの系譜に連なるマイヤーは唯物論の立場

から「バウエン」を唱え、全てを規格化・数値化・計量化し、

合目的性・経済性・科学性を徹底的に重視させた。こ

れにより「ドイツ表現主義」的な審美性は無くなり、造形

の呼称は「美」に代わって「形成」（Ｇｅｓｔａｌｔｕｎｇ）とされた。

ハンネス・マイヤーの手腕でバウハウスは初めて黒字を

生み、国際的な評価が高まり、同校のデザイン活動は最高

潮に達していた。１９２９年６月にマイヤーの後援でバウ

ハウス内に「ドイツ共産党細胞」という同好会が結成され

た。マイヤー自身が公然たる共産主義者であったことも

あり、さらにバウハウスはナチスら右翼勢力に敵視され

るようになる。

　日本からバウハウスに留学した人物としては、水谷武

彦（東京美術学校助教授）と山脇巌・道子夫妻が知られ

る。水谷は帰国後、美術学校でバウハウス流の造形教育

を行った。山脇巌はバウハウス閉鎖後日本に帰国し、バ

ウハウスで学んだフォトコラージュによる作品「バウハ

ウスへの打撃」（ナチスの突撃隊とバウハウスの写真など

を組み合わせた）を制作した。その後、日本大学芸術学部

の教授職に就きバウハウスの経験をもとにカリキュラム

を作成する。これが日本で初の大学におけるデザイン教

育となる（当時は美術学科の中にあるデザイン専攻。現

在はデザイン学科として独立）。

３．バウハウスの予科教育

　バウハウスの予科教育はヨハネス・イッテンが（１８８８

～１９６７）基礎を作った。イッテンはスイスのベルンに生

まれ、ベルンの郊外ホーフヴィル（Ｈｏｆｗｉｌ）で教育学を専

攻した。１９０８年から１９０９年まで小・中学校の教員を務

めている。青騎士、分離派の芸術家と接触を持ち、美術に

傾注するようになる。画家アドルフ・ヘルツエル（Ａｄｏｌｆ 

Ｈöｌｚｅｌ）の弟子となり薫陶を受けている。ベルリン等で

個展を開き才能を認められる。１９１７年にはウイーンで

絵画学校を開設している。バウハウス校長のグロピウス

に才能を認められ、１９１９年１０月にバウハウス予科教育の

教員として招聘を受けている。バウハウスの教師の中に

はパオル・クレー、カンディンスキーと言うような非常

に高名な芸術家がいた。その中でイッテンは生粋の教師
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であった。教師と言っても国家が作ったカリキュラムを

そのまま教えるのでなく、自分で教育法を考案した人で

ある。イッテンは色彩論の教育者として後世に名を残し

た。また著書“Ｋｕｎｓｔ ｄｅｒ Ｆａｒｂｅ-Ｓｔｕｄｉｅｎａｕｓｇａｂｅ（色

彩の芸術－学習書）”註３）は今でもグラフィック・デザイ

ンの世界では最初に学ぶべき本の一つと言われている。

イッテンは自ら絵の具を混ぜ、色彩の調和について研究

を行ったそうである。イッテンは「調和する色彩」を教え

た。調和を大切にすることはブルーノ・タウトが常に

言っていた「建築は調和の芸術である」という言葉と一致

する。

　バウハウスでは教育のカリキュラムがあった。これを

図１に示す。予科の中に「基礎的形態学、工作場における

材料学」というものがあるが、これをイッテンが担当し

た。イッテンは予科教育を通してバウハウスの実質的な

主導者的存在となり、学生への影響力は大きかった。バ

ウハウス時代イッテンは剃髪していた。現在でいうスキ

ンヘッドである。その姿は芸術家・教育者と言うよりも

宗教家と言った趣を漂わせていた。イッテンの基礎教育

はアジアにおける自然観や宗教観が根底にあった。こう

いう点もブルーノ・タウトの考え方と共通点がある。

　従来の美術学校では美術の才能は天賦のものであると

言う考え方であった。しかし教育学を専攻したイッテン

は教育と訓練によってその才能は身に付くと考え、教育

を行った。イッテンの指導した予科教育カリキュラムは

高く評価され、我が国を含め後世の美術、デザイン教育に

多大な影響を与えた。イッテンは伝統的な絵画にも興味

図 2　グリーネヴァルドの作品「イーゼンハイムの祭壇画」4）

を持ち１５００年代にマチアス・グリーネヴァルト（Ｍａｔｈｉａｓ 

Ｇｒüｎｅｗａｌｄ）註４）によって描かれた「イーゼンハイムの祭

壇画」（図２）を教材として使用し、絵画の分析を行ってい

る。一方自然の観察に興味を持ち、学生に特にあざみの

スケッチをさせた。あざみは他の植物と異なり、非常に
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複雑な形態をしている（図３）。現在でいうフラクタルな

形とも言える。これを正確にスケッチする事を学生に要

求した。

　イッテンはグロピウスとの意見対立から１９２３年にバ

ウハウスを去る。一旦スイスへ戻るが、１９２６年ベルリン

へ出てきて私塾イッテン・学校（Ｉｔｔｅｎ Ｓｃｈｕｌｅ）を創設

する。この学校には羽仁もと子・吉一が創設した自由学

園から派遣された留学生山室光子、笹川（旧性今井）和子

がいた。この二人は帰国後自由学園工芸研究所を興し、

現在もイッテンの教えを元に工芸品の製作を行ってい

る。残念ながらベルリンのイッテン・シューレはナチス

によって１９３４年に閉鎖され、イッテンは再びスイスへ戻

り、創作活動を継続した。

　イッテンの後任としてバウハウスの予科を担当したのは

ハンガリー出身のラスツロ・モホリー・ナギー（Ｌａｓｚｌｏ 

Ｍｏｈｏｌｙ- Ｎａｇｙ，１８９５―１９４６）とヨゼフ・アルバース

（Ｊｏｓｅｆ Ａｌｂｅｒｓ，１８８８―１９７６）であった。アルバースは

イッテン同様教育学を専攻し実際に８年間学校の教員を

務めている。ナギーは写真機を使用した造型を開発し、

教育に取り入れた。モンタージュ写真、多重露光、画像

の反転、二重撮影等を行い、それらを視覚表現として用い

た。多くはポスターの制作に用いられた。しかしこれら

の技術が花開いたのはバウハウスがデッサオに移ってか

らである。イッテンがバウハウスを去って、合理主義・

機能主義（工業デザインや大量生産に合致するような方

向）が、バウハウスの中心的な教育傾向となっていった。

モホリー・ナギーもナチスの弾圧を受け米国へ亡命し、

シカゴでニュー・バウハウスを起した。

４．ヴァイマール時代の成果

　建築作品としてはグロピウスとアドルフ・マイヤー

（ＡｄｏｌｆＭｅｙｅｒ）が１９２０／２１年にベルリンに建設したゾ

ンマーフェルトの家（Ｈａｕｓ Ｓｏｍｍｅｒｆｅｌｄ Ｂｅｒｌｉｎ）があ

る。木造２階建てで内部は木（チーク材）の特徴を生かし

た瀟洒なものであった（図５）。ここにはイッテンの影響

もうかがわれる。一方外観はフランク・ロイド・ライト

の影響もうかがわれる作品であった。その他当時の作品

を紹介する（図６～１１）。

図 5　ベルリンに建った Sommerfeld の家、内部 4）

図 3　グンタ・シュテルツル（Gunta Stölzl）が予科過程でイッテンの
指導の下に描いたアザミ（1920 年）4）

図 4　バウハウス時代のヨハネス・イッテン 4）
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図 6　 オ ッ ト ー・ リ ン デ ィ ヒ（Otto 
Lindig）作、新しい形態を求めたティー
ポット。高さは 59cm、1922 年 4）

図 7　ヨーゼフ・ハルトヴィッヒ (Josef 
Hartwig）作、あやつり人形 1923 年 4）

図 8　テオドール・ボルガー（Theodor Borger）
作、 ティーポット、高さ 12cm、1923 年 4）

図 9　 テ オ ド ー ル・ ボ ル ガ ー（Theodor 
Borger）作、高さ 10.5cm 磁器製ティーポッ
ト 1923 年 4） 図 10　テオドール・ボルガー（Theodor Borger）

作、モカ入れ 1923 年 4）

図 11　マリアンネ・ブラント（Marianne Brandt）
作、ティーポット 1924 年 4）

註１）ドイツヴェルクブンド：わが国では工作連盟と翻訳されてきた。
工作というと、小・中学生が本立などを作ることをイメージして
しまう。ヴェルクブンド（Ｗｅｒｋｂｕｎｄ）はそういう意味ではなく、
１９０７年にドイツで創立された、創造的作業と協同により、産業活
動の向上を目的とした連盟の事である。以前の住宅は貴族の為の
物であった。一般労働者の住宅は非常に粗末なものであった。ド
イツ革命以来一般労働者も健康な住宅に住めるようにといった社
会主義者の運動もこのヴェルクブンドには含まれている。簡単に
工作連盟と訳すべきでないと筆者は考える。英米の文献を見ても
あえて翻訳せず、“Ｇｅｒｍａｎ Ｗｅｒｋｂｕｎｄ”としている。

註２）ヘルマン・ムテジウス（Ｈｅｒｍａｎｎ Ｍｕｔｈｅｓｉｕｓ：１８６１-１９２７）
大邸宅を初め、事務所建築などをベルリンに残した。シャロッテ
ンブルグ工科大学（現在のベルリン工科大学）で建築学を勉強し、
ベルリンの帝国議会を設計したパウル・ヴァロット（Ｐａｕｌ Ｗａｌｌｏｔ）
の設計事務所で働く。大学を卒業するとドイツの建設会社に勤務
し、来日する。３年間東京で働き、ドイツのプロテスタント教会
の工事を行う。アジアを旅行しながら１９８１年にドイツに帰国し
ている。官庁関係の仕事をし、建築雑誌の編集者も務めている。
１８９６年にロンドンのドイツ大使館文化部に勤務する事となる。そ
こで英国の田園都市、田園住宅に興味を持ち調査を行い、関連の
著作を多数発表する。１９０４年に帰国後ベルリンに自邸を初め、英
国の田園住宅風の建物を多数設計する。その代表作の一つがフロ

イデンベルクの住宅である。ドイツヴェルクブンド（Ｄｅｕｔｓｃｈｅｒ 
Ｗｅｒｋｂｕｎｄ）でも活躍し、１９１０年から１９１６年の間、会長を務めた。

註３）原文はドイツ語であるが、英訳本も多くの読者を得た。わが
国においても大智浩により翻訳され、「ヨハネス・イッテン色彩論」
という書名で美術出版社より出版されている。

註４）マティアス・グリューネヴァルト（Ｍａｔｔｈｉａｓ Ｇｒüｎｅｗａｌｄ，　
１４７０／１４７５年頃 - １５２８年８月３１日）は１６世紀に活動したドイツ
の画家。ドイツ絵画史上最も重要な作品の１つである『イーゼン
ハイム祭壇画』の作者である。ドイツ・ルネサンスの巨匠デュー
ラーと同世代である。
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